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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Summary ．

　In　this　note 　we 　give 　an 　estimate 　frorn　below 　for　the　magniYude　of　the　operator 　norm
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＋ D ・ に発散する速 さ に っ い て の 下か らの 評価を与え る 。 そ の 方法 は ，

一般的な楕円型偏微分作

用素に対す る固有関数展開 の 立 場で の K ．1．Babenko の 論文 ［1］ を参考 に し て 三 角 フ
ー 1丿工

級数 の 立場に 立 っ て 辿 っ て み る こ と で あ り，そ の たあ に は E．M ．　Steinの 論文 ［3 ］

．
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　証 明する定理 は次 の もの で あ る。
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こ こ に（i）  に おける C は R には無関係なある定数をあらわす。

　 § 1 は証明に必要 な一連 の 補題を述 べ る の に 充て ， § 2 で そ れ らを利用 して 定理を証明す

る
。

　 § 1．補題
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　補題 2 ．（［2 ］，
Lemma 　2 ），（3）の 盗

α

（x ）に 対 して 次の 漸近i公式が成 り立 っ ：R ［xl ≧ 1 に
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対 して
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§ 2．定理 の 証 明

定理 を次の 形で証明す る こ ξに する。 十分大な るす べ て の R に対 して 次が成り立 っ
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こ こ に C は R に は無関係な定数を あ らわす 。

　  の評価式 の 右辺 の 値はe）の 評価式の 右辺の 値 の α
一

αp
→ 0 と した時の極限値 とな っ そい

る。

　さて ，

　　　　　　・ ω惚∵意二靄∴
a

”’

とお く。 そ うす る と我々 の 目的は十分大な るす べ て の R に対 して

　（4）　1：SRα 11v≧ CR
“
・

− aA

（R ）

が成 り立っ こ、とを証明する こ とで ある 。 そ の た め に 我々 は，不等式

　　　　　　　　　　　　　　　li・s・

・

　liV≧ 」
驍

⊥

及び補題 1 に よ る 11　fR　’ilpの上か らの評価 を利用 し，そ して II　S，
α

（fR）llpを下かち 評価する こ と

を考 える。

　こ こ で A ω に っ い て ，任意に η ＞ 0を固定 した と き， η に依存す るあ る定tw　Cη
が存在 し

て，十分大 きいす べ て の R に対 して

　（5＞ A （R η）≧ C
η
A （R ）

が成 り立っ こ とを注意して お く。
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　我 々 は先ず ， 適当な定tw　K ＞ O が存在 して
， 各 G 〈 η ≦ π に対し ， 十分大 な るす べ て の R

に つ い て
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現わ れる毎に異 っ て もよ い もの とす る。
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÷
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・gi
が得 られ るが ，

こ の 場合もまた甚聡
lo郎 ； ＋ ・ 。

， 及び甚黒 、log　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　− 1 に 注意す る と，適当に

大 きな あ る K ＞ 0．を と っ て 固定すれ ば， 各 0 ＜ η ≦ π に対 して十分大な るすべ て の R に っ い

て

　　　　　　　　　｛し 1． ，

1蜘 呵
÷

・ CR
！’
；
” Li

　
maA

・R ・・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 R

と出来る。 以上で （6｝が証明され た。

　次に φRa （x ）を（2）に よ っ て 定義 された もの とす る と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⊥

｛∫岡 ． ，

1鋸 ω 陋 ｝
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

・ （M ）
n

｛k 。 。 、 ，

1蜘 ）E… ｝
下 一

｛∫1。 ，、，

1曜 （・）・ （・… i）・

蜘 ）呵
万

に お い て ，H61der の不等式及 び捕題 3 に よ り

　　　　　　　賑 ，

1卿 ）
一

（i・
・ii
−
if）・

蜘 ）1・dx ｝
÷

　　　　　　　・ ｛J、。 i．，

卿 ・一 ・m ・f・聯 ）1・d ・｝
÷

・瑠 号

　　　　　　　≦ il．¢ ．

・ 一
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n

　粥〜

α 112（9nη
n

） 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n 　1　 　　　 2−P

　　　　　　　〒 o （∫〜　2 ・
− a

η　2P ）

で ある 。 従 っ て （6）に よ り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⊥

　　　　　　　　　｛∫1。1． ，

i・… a
　（x）IPdx｝

ρ

　　　　　　　　　≧ CR 午
一

・

η
・・− a
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”（1夛’L
・
− a）

）｝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n 　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　＝ CR 巧
一
一

anya ’− a

｛A （R η）
− 0 （ητ

＋

り｝

．が得 られ るか ら，適当に小さ い 各 η＞ 0 に 対して ，十分大 き い すべ て の R に っ い て

（11・ ｛五1． ，

・蜘 ・呵
÷

・ ・置 Y
・
A ・R・…

が成 り立 っ
。 従 っ て こ の様な η を固定す る と

， （2＞に よ る SRa （fR：x ）＝ ¢ Ra （x ） と注意  に よ

り，十分大 なるす べ て の R に対 して
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n 　！

　（ユ2）　1［SR
α

（fR）11P≧ C
η
　R

−
T

− aA

（R ）

が得られ る 。

　補題 1 と（12）に よ り

．

　　　　　　II・’ 11
”

螺 鼎 一≧ ・バ 子 一aA

・R ・・ 7勘 商  

が得 られ，定理 が証明され た こ とになる 。
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